
　
本
市
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
有
効
活
用
す

る
た
め
に
は
、
優
良
材
の
安
定
生
産
や
健
全

な
森
林
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

培
わ
れ
た
先
人
の
思
い
を
、
次
世
代
へ
し
っ

か
り
と
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
市
は
「
庄
原
の
森
林
」
の

将
来
像
を
描
き
、
次
世
代
に
豊
か
な
森
林
を

つ
な
げ
る
た
め
の
方
向
性
を
示
す
た
め
、
本

年
３
月
に
「
22
世
紀
の
庄
原
の
森も

林り

ビ
ジ
ョ

ン
」（
以
下
、「
ビ
ジ
ョ
ン
」）
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
庄
原
市
比
和
財
産
区
（
※
１
）
は
、
こ
の

ビ
ジ
ョ
ン
の
理
念
の
実
現
を
目
指
し
、
持
続

的
な
区
有
林
経
営
お
よ
び
市
の
林
業
振
興
に

寄
与
す
る
た
め
、
10
月
５
日
、
市
内
に
も
社

有
林
を
持
つ
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
株
式
会
社
（
以
下
、「
ア
サ
ヒ
Ｇ
Ｈ

Ｄ
」）
と
「
森
林
保
全
管
理
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

　
今
後
、
ア
サ
ヒ
Ｇ
Ｈ
Ｄ
は
、
庄
原
市
比
和

財
産
区
と
管
理
委
託
契
約
を
締
結
し
、
保
育

事
業
な
ど
の
林
業
に
お
け
る
一
般
的
な
施
業

の
ほ
か
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ⓡ

認
証
林
（
※
２
）
と
す

る
こ
と
で
、
区
有
林
の
付
加
価
値
造
成
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

※
１
　
庄
原
市
比
和
財
産
区

　
比
和
地
域
を
区
域
と
す
る
特
別
地
方
公
共

団
体
で
、
財
産
と
し
て
約
８
６
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
山
林
を
所
有
。
団
体
の
意
思
決
定
や
所

有
す
る
財
産
の
管
理
・
処
分
は
、
市
と
同
様

に
庄
原
市
長
が
担
う
。

※
２
　
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ⓡ

認
証
林

　
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
森
林
と
し
て
、

国
際
的
認
証
機
関
で
あ
る
Ｆ
Ｓ
Ｃ
（
森
林
管

理
協
議
会
）
の
定
め
た
基
準
・
原
則
を
満
た

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
森
林
。

【
協
定
の
概
要
】

①
趣
旨
・
目
的

　
水
源
涵か
ん

養よ
う

（
養
い
育
て
る
）
機
能
の
維
持

増
進
を
念
頭
に
置
い
て
、
森
林
の
保
全
管
理

に
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
区
有
林
を

次
世
代
に
つ
な
が
る
循
環
利
用
の
モ
デ
ル
森

林
と
し
て
整
備
し
、「
22
世
紀
の
庄
原
の
森

林
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
理
念
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
で
、
持
続
的
な
区
有
林
経
営
お
よ
び
市
の

林
業
振
興
に
寄
与
す
る
。

②
協
定
期
間

10
月
５
日
〜
令
和
５
年
３
月
31
日

※
期
間
は
延
長
可
能

庄原市比和財産区とアサヒグループホールディングス株式会社が

「森林保全管理協定」を締結しました
比和支所地域振興室　☎０８２４－８５－３００３

環境 に貢献する
持続可能な林業

みらいを担う
人　を育む林業

経営 が成り立つ
自立した林業

22世紀の庄原の森林

「儲
もう

かる循環型林業」

「22世紀の庄原の森林ビジョン」が目指す姿
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